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運転圧力・運転電流などに
よる運転状況の確認・管理 毎日実施 ` 〇

全熱交換器の清掃 年２回以上実施 年２回以上実施 〇

全熱交換器の停止措置 季節・外気温に
応じ実施 季節ごとに実施 〇

冷却水薬洗の実施 年１回以上実施 年１回以上実施 〇

自動販売機の節電（照明を
消灯・夜間運転停止時）の
実施

毎日実施 ` 〇

その他

ＯＡ機器は昼休み等にス
イッチをＯＦＦ 毎日実施 ` 〇

ブラインド・カーテンの有
効利用 毎日実施 ` 〇

省エネに必要なエネルギー
データの把握 毎日実施 月１回以上実施 〇

注：「{日常・定期点検」は日常点検・定期点検業務で実施可能な項目
「|利用者の協力」は施設利用者（入居者、来庁者）に協力を求めることにより実施可能な項
目
「}管理・運用面」は設備・機器等の管理・運用面において実施可能な項目

] 目標の立て方
当該年度に契約する品目ごとの業務の総件数に占める基準を満たす業務の件数の割合とする。

20`７ 輸配送
\ 品目及び判断の基準等

輸配送 【判断の基準】
{エネルギーの使用の実態及びエネルギーの使用の合理化に係る取組効果
の把握が定期的に行われていること。

|エコドライブを推進するための措置が講じられていること。
}大気汚染物質の排出削減、エネルギー効率を維持する等の環境の保全の
観点から車両の点検・整備を実施していること。

~モーダルシフトを実施していること。
�輸配送効率の向上のための措置が講じられていること。
�上記{については使用実態、取組効果の数値が、上記|から�について
は実施の有無がウエブサイトを始め環境報告書等により公表され、容易
に確認できること、又は第三者により客観的な立場から審査されている
こと。
【配慮事項】
{エネルギーの使用の合理化に関する法律（昭和54年法律第49号）に基づ
く「貨物の輸送に係るエネルギーの使用の合理化に関する貨物輸送事業
者の判断の基準（経済産業省・国土交通省告示第７号（平成18年３月31
日）」を踏まえ、輸配送におけるエネルギーの使用の合理化の適切かつ有
効な実施が図られていること。

|低燃費・低公害車の導入を推進するとともに、可能な限り低燃費・低公
害車による輸配送が実施されていること。

}輸配送に使用する車両台数を削減するため積載率の向上が図られている
こと。

~輸配送回数を削減するために共同輸配送が実施されていること。
�エコドライブを推進するための装置が可能な限り導入されていること。
�道路交通情報通信システム（ＶＩＣＳ）対応カーナビゲーションシステ
ムや自動料金収受システム（ＥＴＣ）等、高度道路交通システム（ＩＴ
Ｓ）の導入に努めていること。

‚販売されている宅配便、小包郵便物等の包装用品については、再生利用
の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。

ƒ事業所、集配拠点等の施設におけるエネルギー使用実態の把握を行うと
ともに、当該施設におけるエネルギー使用量の削減に努めていること。

„契約により輸配送業務の一部を行う者に対して、可能な限り環境負荷低
減に向けた取組を実施するよう要請するものとする。

…自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総
量の削減等に関する特別措置法（平成４年法律第70号）の対策地域にお
いて輸配送する場合にあっては、可能な限り排出基準を満たした自動車
による輸配送が行われていること。
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備考）１ 本項の判断の基準の対象とする「輸配送」とは、国内向けの信書、宅配便、小包郵便物
（一般、冊子等）及びメール便をいう。
ア．「信書」とは、特定の受取人に対し、差出人の意思を表示し、又は事実を通知する文
書をいう。
イ．「宅配便」とは、一般貨物自動車運送事業の特別積合せ貨物運送又はこれに準ずる貨
物の運送及び利用運送事業の鉄道貨物運送、内航海運、貨物自動車運送、航空貨物運送
のいずれか又はこれらを組み合わせて利用する運送であって、重量30‰以下の一口一個
の貨物をいう。
ウ．「メール便」とは、書籍、雑誌、商品目録等比較的軽量な荷物を荷送人から引き受け、
それらを荷受人の郵便受箱等に投函することにより運送行為を終了する運送サービスで
あって、重量１‰以下の一口一冊の貨物をいう。

２ 「エコドライブ」とは、エコドライブ普及連絡会作成「エコドライブ10のすすめ」（平成
24年10月）に基づく運転をいう。
（参考）{ふんわりアクセル『ｅスタート』|車間距離にゆとりをもって、加速・減速の
少ない運転}減速時は早めにアクセルを離そう~エアコンの使用は適切に�ムダなアイド
リングはやめよう�渋滞を避け、余裕をもって出発しよう‚タイヤの空気圧から始める点
検・整備ƒ不要な荷物はおろそう„走行の妨げとなる駐車はやめよう…自分の燃費を把握
しよう
３ 判断の基準|の「エコドライブを推進するための措置」とは、次の要件をすべて満たす
ことをいう。
ア．エコドライブについて運転者への周知がなされていること。
イ．エコドライブに係る管理責任者の設置、マニュアルの作成（既存マニュアルの活用を
含む）及びエコドライブの推進体制を整備していること。
ウ．エコドライブに係る教育・研修等を実施していること。
エ．運行記録を運転者別・車種別等の適切な単位で把握し、エネルギーの使用の管理を
行っていること。

４ 判断の基準}の「車両の点検・整備」とは、日常点検、定期点検の実施等道路運送車両
法等において規定されている事項を遵守するほか、車両のエネルギー効率を維持する等環
境の保全を目的に、別表に示した点検・整備項目に係る自主的な管理基準を定め、実施し
ていることをいう。
５ 「モーダルシフト」とは、貨物輸送において、環境負荷の少ない大量輸送機関である鉄
道貨物輸送・内航海運の活用により、輸送機関（モード）の転換（シフト）を図ることを
いう。 
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